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＜連絡事項＞

・医事から、皮膚科の実施箋、その他のことについての指摘がありました。10/1～10/4、10/12～10/13、10/26の実施箋がなかったそうです。また、検査箋や検査伝票ですが、最近、日付けがついていないものが多々あるそうです。処置箋に関しても、実施時間の記載がなかったり、カルテへの記録があっても伝票が作成されていない場合もあるそうです。請求できる診療行為を行っても、請求漏れをする可能性があるそうなので気をつけましょう。皮膚科の実施箋は新たに打ち出ししておきましたので、上記期間に準夜勤務の方はサインをお願いします。伝票に関しては注意するようにしましょう。

・感染管理委員会から、来週9日(月)から季節性のインフルエンザ予防接種を実施します。毎日の接種対象者を把握したい為、WIZ→委員会→感染対策管理委員会→2009→2009インフルエンザ→名簿→職員○へ入力上書き保存お願いします。
＜患者様連絡＞

・乙部　純一郎様～昨日、PSWの山田さんと退院前訪問ということで「明倫寮」を訪問しています。施設利用者は17名、スタッフ7名。早番は6：00～15：00、遅番14：00～19：00まで、泊まり18：00～9：00、各勤務帯スタッフ1人の勤務体制をとっています。利用者様はほとんど自立されている方ばかりでした。今後は退院も含め、本人様の方向性を主治医やご家族と話し合っていき、破損行為に注意し対応していきましょう。

・浅水　洋様～常食のご飯が多いと話され、本日昼から軽々食に変更となっていますが各食不食されています。頚部のガーゼ交換とともにイソジン消毒行っています。抜糸は11/13の予定となっていますので、それまでは処置行って下さい。

・泉川　ケイ子様～腰痛訴えあり、アスモロール100g処方となっています。

・今野　容子様～定期薬でシンラック1本処方になっていますが、カートの中に未使用のシンラックが何本か入っていました。排便見られていない為、準夜帯でシンラック20滴服用させて下さい。

＜隔離室入室患者様・要注目患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離・身体拘束継続中です。昨日日勤帯では概ね穏やかでしたが、準夜帯では、スタッフの腹部を叩く行為見られています。理由については「なんとなく…」と話されています。本日午前中は穏やかに過ごされていましたが、昼食の際スッタッフに水をかける事あり、「神の命令だから」と神発言聞かれています。

　　　　　　　突発的な行動に注意し、怪我のないよう対応していきましょう。

・澤口　直美様～終日隔離継続中です。深夜帯で室内を徘徊し大声を出しています。日中は食事や服薬の拒否はなく、落ち着いています。入浴・排泄には全介助を要しています。時折意味不明な発言聞かれていますが、興奮はすることはありません。

　　　　　　　現実的な関わりをし、精神症状の観察を行っていきましょう。

・小笠原　久年様～終日隔離継続中です。午前・午後の開放観察行っています。開放観察中は問題行動や妄想に左右された発言はなく、落ち着いて過ごされています。他患者様とのトラブルもないです。

　　　　　　　　自室での行動や開放観察中の行動に注意し対応していきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・川村　和則様～性的発言、思考散漫でまとまりなく、高等感情の鈍麻、意欲の減退が見られる。治療の理解に乏しく、病識が未確立な為、治療中断は病状悪化につながり、重大な犯罪(殺人・放火・傷害・強姦などの性的事件など)に直結すると予測される。厳重な保護、監視下での治療継続が必要な為、措置入院となっている。金銭の自己管理能力は低く、治療の必要性を理解できていない。又性的嗜好が強く、選挙事務所に電話し性的な内容を話すことがあったことから、入院治療を継続していく必要がある。

・荒川　和久様～介護老人支援センターへ行き、暴言や職員に付きまとうなどの迷惑行為があった。その後も喫茶店の店員への粗暴行意、市役所内でダンスを踊り警察に保護される、旅館に無銭宿泊、大声で叫びながら田子町の町長室に入り警察に保護される等の行為あり、措置入院となっている。入院後は終日隔離対応していたが、現在は症状落ち着いている。

・石黒　信博様～疾病により種々の能力が障害されており、治療に対する理解や合理的判断も出来ない状態である。また、症状（興奮･粗暴性･滅裂思考）により危険な行動をとるおそれも多いことから、措置入院となっている。入院後は個室対応していたが、現在は大部屋に移動し他患者様とのトラブルなく過ごされている。疾患への理解、治療の必要性への理解は乏しい。
